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重症熱性血小板減少症候群（SFTS）の感染源特定について 

 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

日頃より本学の教育・研究・社会貢献活動についてご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、重症熱性血小板減少症候群（SFTS）を発症した宮崎市内の80代女性が、亡くなった地域猫の体液（血

液を含む）に素手で触れてしまったことにより SFTS ウイルスに感染した可能性が高いことが報道されました 
(令和4年2月24日宮崎県感染症対策室発表、25日宮崎日日新聞報道)が、この猫がSFTSウイルスに感染して

いたのかどうかは確認されておりませんでした。 
今回、宮崎大学の医学部附属病院と産業動物防疫リサーチセンターとの連携による追跡調査により、この猫が

SFTSウイルスに感染していたことを確認しましたので、まずはお知らせいたします。 
なお、詳細については、オンライン形式にて説明・質問対応等を近日中に行いますので、その際に取材してい

ただければ幸いに存じます。 
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報道発表 ～世界を視野に 地域から始めよう～ 
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報道機関各位 
 
宮崎市内における「重症熱性血小板減少症候群(SFTS)」発症事例における感染源を特定 
 
ポイント 
○宮崎市内 SFTS 発症事例(令和 4 年 2 月 24 日発表)における感染源が猫であることを特定 
○発症猫に濃厚接触(血液に触れるなど)することで感染するリスク 
○宮崎大学の医学-獣医学連携による SFTS に対する取り組み 
 
【猫が SFTSウイルスに感染していたことを確認】 
重症熱性血小板減少症候群(SFTS)を発症した宮崎市内の 80 代女性が、亡くなった地域猫

の体液（血液を含む）に素手で触れてしまったことにより SFTS ウイルスに感染した可能性
が高いことが報道されました (令和 4 年 2 月 24 日宮崎県感染症対策室発表、25 日宮崎日日
新聞報道)。しかしながら、この猫が SFTS ウイルスに感染していたのかどうかは確認されて
おりませんでした。今回、宮崎大学の医学部附属病院と産業動物防疫リサーチセンターとの
連携による追跡調査により、この猫が SFTSウイルスに感染していたことを確認しました。 
 
【重症熱性血小板減少症候群とは？】 
重症熱性血小板減少症候群(SFTS)は、致死率 15-25%のマダニ媒介性人獣共通感染症です。

2013年に国内で初めて報告されて以来、 西日本を中心に、毎年 70 人以上の発症が報告され
ています。特に宮崎県は全国でも患者発生数が多い地域です。ペット(犬、猫)での感染も報告
されており、特に猫は重症化しやすいことが知られています。 

SFTS ウイルスは主にマダニの吸血により感染します。しかし、マダニを介さない感染動物
からヒトへの直接感染事例も複数報告されています(Yamanaka et al., 2020)。これまでの報告
から、SFTSウイルスに感染した犬や猫に咬まれる、もしくは SFTS発症により衰弱した動物
の体液（血液を含む）に触れることで、人に感染する可能性があります。そのため、獣医療関
係者、飼い主での感染リスクが高いことも明らかになっています（Kirino et al., 2021, 2022）。
しかし、健常な動物からの感染の事例は現在まで報告はありません。情報を正しく把握する
ことで冷静に対応していただければと思います。 
 
【宮崎大学の取り組み】 
上記のような動物から人への SFTSウイルス感染を防ぐには、ペット(犬・猫)の診断が重要

です。宮崎大学産業動物防疫リサーチセンターでは、動物の SFTSウイルスの PCR診断を実
施しています。県内の小動物臨床獣医師で、SFTSを疑う動物に遭遇した場合は、飼い主に注
意喚起するとともに、下記までご相談ください。宮崎大学では SFTS ウイルスによるヒトや
動物の健康被害を減少させるべく医学・獣医学が連携して SFTS の病態解明、迅速診断キッ
ト開発などの研究開発を進めています。宮崎県の皆様へ貢献することが私たちの使命です。 
 



図：SFTSウイルスの感染源を特定するまでの時間経過概略図 
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